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を予言していました。今は当たり

前ですが、当時、建築と都市は別

で、建築自体が都市になる、まさ

に超高層時代や新宿駅などのよう

に建築そのものが都市になるとい

う時代でした。当時、建築はクラ

イアントによって依頼され１対１

で実現していく時代から、建築を

買う時代に変わり、マンション時

代、工業製品化したハウスメー

カー時代の予言だったと思います。

　そこで、僕の人生は建築を真ん

中に置いて、都市と産業化の２つ

の包括した姿勢で人生を歩んでき

ているんです。都市では大きな建

築を含む地域計画など、産業化は、

建築の産業化だけではなく、テー

ブルや家具、プロダクト製品も包

建築家とプロダクトデザイ
ナー、そのふたつの関わり

仁木　私は、黒川さんのプロダク

ト作品としてあまりに有名なgom

シリーズの四角い灰皿に、日々の

時計やブレスレットなどを入れて、

30年近く使っています（笑）。

　最初に、プロダクトデザインと

建築家のお仕事との関わりについ

てお伺いしたいと思います。

黒川　僕が事務所をはじめて今年

で47年目、半世紀も仕事をしてい

るので、忘れてしまったモノもあ

るくらい膨大な数になりました。

　30才の頃は、僕も時代も夢多き

時代だったんです。建築が激動し、

大学４年のときに、建築が都市に

なること、建築が産業になること

括して、全部一つのものと捉える。

「僕はレオナルド・ダ・ヴィンチ

になる」と言っていました。

仁木　すごいですね、今は、若者

が大きな夢を描き難い時代だと言

われますが…30歳で壮大な夢を描

き、それを次々と実現し続けてい

らっしゃいますね。

黒川　レオナルドの時代はまだ建

築の原型の時代で、その中に絵画

も彫刻も家具もプロダクトも全部

包括していました。近代になり、

絵画、彫刻は独立し、それからイ

ンテリアや家具、プロダクトは新

たなデザイン領域へと、建築から

分離し自立していくんです。ある

意味建築は大地から自立したメッ

セージになり得たんですが、同時

に大切な子供たちを失ってしまう

んです。それで僕は、もう一度僕

の中で統一したルネサンス時代の

建築を目指すというのが、30歳の

ときの夢だったんです。

仁木　日本人は、自分でジャンル

を狭くしすぎる傾向がありますね。

欧米では、いろいろなデザインを

することが普通にできます。

黒川　僕は、方針を変えないで

ずっときています。それと、組織

事務所にならないということを自

していました。今は３男坊が継いでい

ます。

４つのKシステムと称する仕
組み

仁木　すごいと思うは、４つのKシステ

ムをお持ちだということです。

　Kデザインという「デザインとプロ

デュースの会社」、デザイントープとい

う「情報システムの会社」、そして、松

屋銀座７Ｆのデザインコレクションでも

みられる「製造と販売の場」としての

株式会社 K、それから「交流と研究の場」

としての物学研究会。４つ…をどのよう

に展開されているのでしょうか。

黒川　昔の建築家は、自分の建築の

中に自分のデザインした家具などを置

きたがったんです。家具が建築の一部

だったんです。しかし、家具は自立し

ましたから、建築と家具は等価なんで

すよ。僕は、建築のなかに置くことを

意図してはいないんです。そういう発

想だから、家具を、他に売るという考

えが成立します。

　同じように、情報も建築だと思って

いるんです。昔は住んでみなければ良

さはわからないものでしたが、建築が

大地から遊離し飛び立って、メッセー

ジとして言語になってしまうと、パリ

の建築が雑誌に載って届いても、「い

い考え方をもった建築だなぁ」と、

住みもしないで建築を評価できる

ようになるんです。これが建築が

フリーになった、実記性をもった

と表現できると思います。建築自

体が情報化されたから「情報シス

テムとしてのデザイントープ」で

は、より多くの人たちと意見を交

換する場、若いデザイナーがそこ

で育つようにと、つくったのです。

仁木　土曜日には「K塾」も主宰

され、若者や異業種の方々が集ま

り、垣根なしに、大先生である黒

川さんとフランクにお話ができま

す。私も時々参加しますが、ご子

息もスイスからお帰りのときに、

若手建築家のお一人としてお話を

されていました。先生の周りで若

者が育っている…という感じで、

素敵な集まりです。

次の世代に知恵を渡す

黒川　人間て、根本は育つ間にた

くさんの先輩に教わるでしょ。よ

く親孝行しなさいと言うけれど、

孝行したいときに親はいないの

で、僕は、親孝行って親にではな

く、次の世代にすればいいんだっ

ていいますね。学んだことを次の

分に決めたんです。ものづくりを

できるのは10人前後だと、だから、

ずっと10人前後でやっていますよ。

仁木　黒川作品に脈々と流れるデ

ザインのDNAや精神が感じられ

る理由はそこにあるのではないか

と思います。

黒川　（笑）兄の黒川紀章は、そう

いう僕に憧れていましたし、「羨ま

しい」と言っていました。

仁木　それぞれ別の個性が光るお

二人のご両親はお幸せですね。

黒川　 そ う で も な い ん で す よ

（笑）。父は建築事務所をしていま

したが、「建築事務所は一代限り

でいいんじゃない」といって兄も

僕も後を継がず…寂しそうな顔を

プロダクトと建築、デザインへのこだわり
自分が思うものをデザインして製品化する
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という厳しさ、自分を乗り越えてい

く、挑発かつ、挑戦していく心をみ

せられるか、とても難しいことです。

建築学とは人間学だと気づいたの

は、30才のころで、いい建築をつく

るためにはいい人間になるしかない。

深い意味でいい人間にならないと、

と思います。そのためには、自分を

鍛えるしかないとずっと思ってきま

した。ただ、いい人というのは、鍛

え足りないと、単にやさしいだけに

なりますから、それは本当に難しい

ことです。

仁木　とても心にしみるお言葉で

す。嫌われたくないから…やさしく

指導する親や教師、そして、上司

が多い時代です。

　デザイナーは、自分をしっかり

もってデザインし、自分に妥協しな

い強さや厳しさが必要ですね。

「中国人を愛する」ビジネス

仁木　最近は中国でもご活躍です

が、気持ちよく、軽やかにされて

いらっしゃると感じます。

黒川　僕は好奇心の塊ですから、

中国のことは十数年前から好きで、

上海蟹のシーズンになると友人へ

連絡して食べに行っていました。

世代に渡すっていうのは人間の当

たり前の仕事なんです。事実、ゲ

ノムって40億年前から今まで変革

しながら生き続けているんです。

　人間らしい生き方というのは、

次の世代にゲノムを、知識を渡す

ことだと思います。冗談で、知識

で頭が重くて三途の川を渡れない

から、身を軽くして逝くんだって

言っていますね（笑）。

仁木　私もK塾でお会いした方と

の新しい人の輪が広がっています。

黒川先生のDNAがご子息だけで

なく、たくさんの方に受け継がれ

ていくようで、素晴らしいです。

黒川　先日、三國連太郎が亡くなっ

て、息子の佐藤浩市がインタビュー

に応えていましたが、「父親とし

ての三國連太郎について」聞かれ

たときに「それは勘弁してくださ

い、私にとって三國連太郎は俳優

である」という表現をされていまし

た。それで、僕は三國連太郎の生

き様、息子に対する姿勢というもの

がみえたんです。

　息子や社員にも、やさしくすれば

いい建築家やデザイナーが育つか

というとそうではない。時には蹴飛

ばし、背中を叩き、崖から蹴落とす

友人は、僕がくるからとメディア陣

を集めて取材のセッティングをした

りしていましたが、ビジネスはして

いなかったんです。

　Kという会社をつくったときに、

海外にも売ろうと、当然のように中

国への販売も海外販路の一つとし

て登場してくるんですが、それを

聞いた僕の親友たちは、全員が反

対しました。

仁木　そうでしょうね。

黒川　その助言を聞かずに中国で

ビジネスをはじめましたが、最初に

決めたことがあるんです。

　「中国人を愛する」ということで

す。学校の先生が生徒を愛すると

決めるのと同じように、あるコミュ

ニティに参加するときに、「このコ

ミュニティはどういう連中だろう」

黒川　僕のやり方を薦めます。信

じてもらいたかったら、信じなさい

ということです。悪い奴は中国にも

いっぱいいるよ、でも日本にもいる

よね…と。人口が多いんだから、日

本の10倍くらいいると思っていたら

いいんじゃないってね。（笑）

　文化的な背景が違いますから、

当然、軋轢があるかもしれません

けれど、中国とうまくやっていけな

いなら、これからアラブ、イスラム

系、アフリカなど、さまざまな人た

ちとやり取りする日は、すぐに来ま

すよ。

仁木　そうですね。facebookなど

の環境もちょっと前は、考えつか

なかったことですものね。

黒川　人間のことだけを考えてい

くと、国という概念が邪魔になる

んです。だから僕は文化圏で考え、

中国では「僕はアジア人です」と

いいます。でも生まれたのは日本で

すから、故郷を愛していますとね…。

　僕の一番上の息子がマダガスカ

ルに住んでいるんですが、「つい

に結婚した、27才違う…」と言う

んで、羨ましがっていたんですよ。

連れて来たら、フランス語とマダ

ではなくて、「いい連中で、愛すべ

き人たちだ！」と決めたんです。

仁木　相手に伝わりますね。騙さ

れるんじゃないかとか、と思って

接したら、それも伝わります…。

黒川　だから誰にも騙されたこと

はないですし、いじわるされたこ

ともない。最大限の愛情でみんな

が僕を迎えてくれます。人間は誰

でも信頼すると信頼してくれます

よ、ものすごく単純なことです。

人と人との関係の大原則です。

　人間は、無知から憶測をはじめ

ます。たとえば、福島の原子力発

電所が水素爆発したときに、欧米

では、日本中が汚染されたと思っ

ていました。中国の鳥インフルエ

ンザだって、上海から内陸に感染

者が広がりましたって、中国中

を大きく塗りつぶされて示して

ましたけれど、30人くらいですよ。

ニュースというのは、そこに焦点

を当てて、拡大します…。

仁木　あの頃は、私もイタリアや

ドイツの友人から「すぐ！こっち

に来て住みなさい…」というメー

ルをもらったものです。

　これから中国に進出する方へ助

言があれば？

ガスカル語と日本語を話す、性

格のいい、マダガスカル人の

真っ黒な娘さんでした。半分驚

きながら、文化が混ざっていく、

グローバルになっていく時代を

僕の家庭の中で身近に体験しは

じめています。好奇心の塊です

から、非常に面白がっています。

仁木　今日は、見え方や存在感

が変わってくるような素敵なお

話をありがとうございました。
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